
令和８年度ベビーシッター電子割引券利用補助制度要領 

   

１ 趣旨 

教員の仕事と育児の両立を支援するため、ベビ－シッターの利用補助を行う。 

 

 

２ 概要 

こども家庭庁が実施する「ベビーシッター派遣事業（通常分と多胎児分※）」を活用し、

「ベビーシッター派遣事業割引券」を配布する。 

※双生児等多胎児家庭において利用可能。 

 

 

３ 補助内容 

（１）ベビーシッター派遣事業（通常分） 

対象者 

本学の社会保険に加入する教員（非常勤を含む）のうち、配偶者の就労、

病気療養、求職活動、就学、職業訓練等、またはひとり親家庭によりサ

ービスを必要としている者 

(本学教員が産休・育休中など職場復帰を前提とした休職期間中も利用

可) 

対象児童 

0歳～小学校 3年生 

（身体障害者手帳等の交付を受けている場合等は小学校 6年生まで） 

（職場への復帰で利用:義務教育就学前の児童) 

割引金額 

1日(回)対象児童 1人につき 1枚 2,300円×2枚まで(利用金額が 1回に

つき使用枚数×2,300 円以上の利用を対象とする｡会費、交通費､キャン

セル料､保険料等のサービスに付随する料金は含まない) 

※１ｹ月に 1家庭 24枚まで利用可能 

※本学教員が休職中の利用：1 家庭 1 日(回)につき 2 枚、年度内 4 枚以

内 

注意事項 公益社団法人全国保育サービス協会指定の事業者を利用すること。 

  

（２）ベビーシッター派遣事業（多胎児分） 

対象者 

本学の社会保険に加入する教員（非常勤を含む）のうち、配偶者の就労、

病気療養、求職活動、就学、職業訓練等、またはひとり親家庭によりサ

ービスを必要としている者を基本とする。 

※配偶者が専業主婦（夫）であっても利用可能 

対象児童 0歳～義務教育就学前の多胎児 

割引金額 

1 日につき 1 家庭 9,000 円、義務教育就業前の多胎児が 3 人以上いる場

合は 18,000 円(2,300 円以上の利用料金に限る｡会費、交通費､キャンセ

ル料､保険料等のサービスに付随する料金は含まない) 

※年間 2枚（特別な事由がある場合は 4枚）まで利用可能 

※多胎児分と通常分との同日併用不可 

注意事項 公益社団法人全国保育サービス協会指定の事業者を利用すること 

    

 

 



４ 申請方法 

利用希望者は次の書類を所属キャンパスの経営部に提出する。 

利用の承認は、経営企画部総務課（以下「総務課」という。）で審査のうえ決定する。 

① ベビーシッター利用補助 初回利用申込書（兼ベビーシッター事業者変更届） 

② ベビーシッター事業者との利用契約書の写し 

③ 配偶者の証明書 

   ・就労：社会保険証等、就労していることがわかるもの 

・病気療養：入院、通院を証明できるもの 

・求職活動：面接日等を証明できるもの 

・就学：在籍証明 

・職業訓練：訓練日であることを証明できるもの 

※その他申請資格の確認が出来る書類の提出をお願いすることがある。 

  ④ 子の生年月日及び申込者との続柄が確認できる書類（例：住民票記載事項証明、母

子手帳の写し等） 

    ※当該子が申込者の扶養親族として認定されている場合は提出不要です。 

  ⑤ その他、総務課が審査をするうえで必要な書類（総務課から提出依頼があった場合

のみ） 

 

５ 利用方法 

  「電子券画面操作マニュアル（承認事業主向け）」および 

 Manual_for_Approved_Business_2025.pdf  

「電子券画面操作マニュアル（利用者向け）」のとおり。 

Manual_for_Users_2025.pdf 

※令和４年度から手続が電子化（紙ベースの申請は廃止）され、電子割引券での運用。 

 

６ 留意事項 

 

① 公益社団法人全国保育サービス協会 HPに掲載されている「割引券取扱事業者」の中か

ら事業者を選び、事前に請負契約の締結をお願いします。 

② 補助の対象となるのは、就労（兵庫県立大学の用務）のためにベビーシッターによ

る在宅保育サービスを利用する場合に限ります。また、ベビーシッター事業者との

契約者は、申込者（本学教員）本人であることが必要です。 

③ 割引券発行には手続きの都合上、日数を要しますので、時間的な余裕をもってお申

込みをお願いします。特に多胎児分に関しては、発券までにかなりの日数を要しま

す。 

④ 割引券は使用することが決定している枚数のみお申込みをお願いします。 

⑤ 本学の勤務日以外に使用することはできません。週休日・祝日等に利用される場合

は、当該日が勤務日である（週休日の振替等の手続きが完了している）ことが確認

できる出勤簿の写し等の提出が必要となります。 

⑥ 利用者の家庭内での保育あるいは保育所等への送迎を依頼する場合に限ります（ベ

ビーシッター宅等利用者の家庭以外での保育には使用できません）。 

⑦ 利用上限枚数に達しない場合でも、予算の状況等により発券枚数を制限させていた

だく場合があります。 

⑧ 本事業の制度に関しては、公益社団法人全国保育サービス協会 HPのご確認をお願い

します。なお、一部本学の取扱いと異なる場合があります。 

附則 

この要領は、令和８年４月１日から施行する。                                    

https://bs-ticket.jp/wp-content/uploads/2025/04/Manual_for_Approved_Business_2025.pdf
https://bs-ticket.jp/wp-content/uploads/2025/04/Manual_for_Users_2025.pdf

